
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「月根尾」とは、学校のある地域の古名 

「突根尾原」に由来する地名です 

 

令和７年度  卒業証書授与式 

 式の中では、ＰＴＡ会長様、飯南町長様から祝辞をいただきました。

ありがとうございました。最後に、在校生が後方から卒業生に大きな声

で校歌を届けました。  

ホームルームでは担任から卒業証書が手渡され、卒業生は一人ひとり

高校生活の思い出や、担任、クラスメイト、保護者への感謝の気持ちな

どを伝えていました。笑いあり涙ありの温かいひとときとなりました。 

 

卒業生の皆さんが、新しい世界で  

大鵬
おおとり

となり羽ばたいていってくれる  

ことを期待しています。  

 【卒業生答辞】では、前生徒会長の明見櫻紅さんが、コロナ禍からの回復と共に歩ん

だ三年間を振り返り、「友人との何気ない日常や、活気ある行事を取り戻せたことが何

よりの喜びだった」と語りました。行事では、仲間と本気で取り組み、地域や後輩と連

携して最高の鵬雲祭を創り上げた経験を強調しました。先生方や家族、地域の方々の

支えにも触れ、「温かな人々と豊かな自然の中で培った経験は、私たちの大きな財産」

と感謝を述べました。激動の時代へ踏み出す今、「飯南高校で培った『そうぞう』する

力を糧に、一人ではないという勇気を持って歩み  

続ける」という決意で締めくくりました。  

激動の時代へ踏み出す今、**「飯南高校で培った『そうぞう』する力を糧に、一人では

ないという勇気を持って歩み続ける」**と、力強い決意で締めくくりました。  

関西研修や地域と連携したレスリング大会、一人ひとりが輝いた鵬雲祭などを通じて、

主体性と協力の尊さを学びました。時に悩み、ぶつかりながらも、先生方や地域の方々、

そして家族の温かな支えのおかげで、最高の仲間と共に成長することができました。

飯南高校で培った『“そうぞう”する力』を財産に、変化の激しい社会へ勇気を持って

踏み出します。」と  

 ３月１日は晴天に恵まれ、第６３期卒業生５６名の卒業証書授与式を執り行うことができました。  

【校長式辞】では、馬庭寿美代校長から、昭和の名曲『あの鐘を鳴らすのはあなた』の  

歌詞を引用し、「『希望のにおい』をまとう皆さんは、周囲の希望をも呼び覚ます力を  

持っています。困難に直面しても、誰かの『信じたい心』を温められる存在であって  

ください。人生の鐘を鳴らせるのは、あなた自身しかいません。本校で培った「主体  

的に人生を切り拓く力」を糧に、いつか自分らしい鐘の音を、育ててくれたこの飯南の  

地まで高らかに響かせてくれることを願っています。」と伝えられました。  

 

ご卒業おめでとうございます！ 

地域の方から卒業証書型

等身大パネルの 

サプライズがありました。 

ありがとうございました！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会が中心となって制作した

生徒会誌「月根尾」も配布され 

ました。令和７年度がギュッと 

詰まった一冊になっています。 

生徒会執行部が「３年生の皆さんに最後にもう一

つ良い思い出を作ってもらいたい」と企画し、卒業

前に全校生徒で３年生を送る会を行いました。 

今年は「Ｂａｂｙ Ｐｈｏｔｏ クイズ」が企画さ

れ、生徒や先生方の幼い頃の写真に歓声やどよめき

が起こっていました。また、「思い出ムービー」や転

任された先生方からのメッセージが流され、この３

年間を振り返りました。 

最後に、前生徒会副会長の２名が挨拶を行いまし

た。中山さんは「何気ない日常がとても大切な思い

出になっていました。これからは在校生の皆さんが

この学校の主役。飯南高校の良さと伝統を、さらに

素敵なものにしていってください。」山下さんは「多

くの先生方が私たち一人ひとりと真剣に向き合い、

支えてくださった。このような環境で多くのことを

経験し、学べたことを嬉しく思います。」など、３年

間を振り返った今の気持ちや後輩へのエール、今後

の目標などが伝えられました。全校生徒で和やかな

雰囲気を共有し、締めくくることができました。 

 新たに卒業生５６名が鵬雲会会員として入会しま

した。はじめに、大谷哲也会長が卒業生に向けて、

「鵬雲会は母校最大のサポーターとして、今後も皆

さんの活躍をふるさとから応援し続けます。皆さん

も会員として、飯南町での思い出と学びを誇りに、

社会で輝く人材として歩んでいかれることを期待し

ています。」というお祝いの言葉と共に、鵬雲会への

入会を歓迎してくださいました。その後、記念品と

して、卒業証書ホルダー、印鑑、卒業生会名簿を贈

呈していただきました。 

 新入会員代表挨拶は石田涼太さんが務め、「先輩方

が築き支えてこられた飯南高校の名に恥じぬよう、

母校の更なる発展のために力を尽くしていきたいと

思います。」と、大谷会長、酒井副会長に向けて挨拶

をしました。 

池尻安里・石田涼太・奥野芽生 

加治倖太・松原陽菜子   

大脇光生・田中翔也・永井心温 

三上紗季・溝辺 翔・明見櫻紅 

田中莉緒・中原悠太・向山穂大 

品川友輪 

石田涼太 

橋村 結 

島根大学で開催されたこのイベントは、島根県内

の高等学校及び特別支援学校高等部の生徒が探究活

動の学びを互いに共有し合うことで、探究学習の楽

しさを知り、学びに向かう意欲を喚起することを目

的としています。本校からは、生命地域学での探究

活動で取り組んでいる２年生の２つの班（２４班、

２６班）が代表して参加をしてきました。  

 ２４班（後藤大輝さん、長島圭汰さん、松永雄基

さん）は「使いやすいい〜にゃんＰａｙ」と題して飯南

町の地域通貨“い〜にゃんＰａｙ”をとおしての地域

経済の活性化について、２６班（石田桃華さん、荻

野満さん、戸谷なごみさん、渡部凌久さん）は「アグ

サポ〜地域の未来へ、高校生が動く〜」と題して高校

生の農業サポート “アグサポ ”をとおして地域の

Well-being の在り方について、それぞれ高校生の目

線から地域の課題解決につなげる探究の活動につい

て発表しました。  

イベントの後半では、大学生による探究活動の成

果発表や、参加された他校の皆さんと「２０４０年

の島根に向けて私たちにできること」をテーマに意

見を交わしました。  

 生命地域学の活動をさらに前に進めていくための

新たな知見や考えを得ることができ、充実した時間

を過ごしました。また、前日までの大雪で松江市内

の交通状況が心配されましたが、無事に参加するこ

とができ、生徒の成長を実感する機会となりました。 

今回の目的は、本に登場するキャラクターをイメ

ージしたネイルを作ること。キャラクターをそのま

ま描くのではなく、物語の色合いや雰囲気、心に残

った場面などから自由に発想を広げ、自分の感じた

世界を表現することを大切にしました。  

 また、本だけでなく、自分の中にある物語や、聴

いている音楽から受けたイメージを重ねて制作した

生徒もおり、表現の幅が自然に広がっていきました。 

完成したチップはどれも個性豊かで、キャラクタ

ーのイメージカラーを取り入れたもの、物語の情景

を抽象的に表現したもの、音楽の雰囲気を色や質感

で表したものなど、発想の違いがそのまま作品に表

れていました。読書や創作の楽しさが新しい形で広

がった時間となりました。  

図書委員会では、これからも本を中心にしながら、

本に親しみを感じ、交流が  

深まるような企画を考えて  

いきます。  

３年２組２２班（福留日葉璃さん、溝辺翔さん、

明見楓蒼さん）が、生命地域学で「アグサポ〜今動く

んだ！高校生！〜」をテーマに、高校生が農業体験・

支援をすることで、農業の担い手不足も解消する取

り組みを考え、活動してきました。そして「第７回

発明楽コンテスト」に応募したところ、最終審査に

残ることができました！３月２５日に鳥取県で行わ

れる最終審査では、審査員の方々を前にプレゼンを

行います。  

この出場に伴い、鵬雲会 

から激励金をいただきま 

した。生徒の活動に対し、い 

つも応援してくださりありがと 

うございます。 

この活動を２年生が

引き継いで、研究を

進めています。 



 ２月下旬、学校運営協議会を開催し、

今年度の学校評価を終えました。 

本校ホームページに結果を掲載して

いますので、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより月根尾３月号 令和８年３月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

第８０回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会 

会場：青森県「大鰐温泉スキー場」 

【少年女子大回転】梅木 咲季 ８０位 

第３８回全国高等学校選抜スキー大会 

会場：北海道「カムイスキーリンクス」 

【女子大回転】梅木 咲季 ５３位 

【女子 回転】暴風警報のため中止 

 

３日（金）開寮（正午） 

８日（水）始業式 

９日（木）入学式・入寮式 

１０日（金）新入生オリエンテーション 

１５日（水）ＰＴＡ評議員会・合同委員会 

２２日（水）放課後家庭学習日 
 

＊令和８年度の年間行事予定は、 

  ４月８日始業式の日に配布します。 

 

この短歌集には、毎年、卒業を迎

える赤来地区の小中学生、飯南高校

生の最高学年の児童・生徒が考えた

短歌を載せていただいています。今

年も３年生が日常から感じている想

いや友達とのかけがえのない日々、 

卒業・進路に向けての想いを綴っています。 

卒業式では、塚原隆昭飯南町長が祝辞の中で、【他

愛ない 話で過ぎる 昼休み 笑顔の数だけ 思い出

増える】などの３作品を披露してくださいました。 

飯南高校では、頓原・赤来両中学校との中高一貫教

育の一環として、教員が相互に訪問し合うＴＴ（チー

ムティーチング）授業を英語・数学・国語の３教科で

実施しています。中高の教員が連携することで、一貫

した学習指導や深い生徒理解につながっています。 

１年生へのアンケートでも「教え方が丁寧」「高校の

先生と交流できて良かった」といった肯定的な意見が

多く、効果的な学びの場となっていることが伺えます。 

また、地歴公民・理科は出前授業を実施しています。

２月には、中学３年生に地歴分野・ 

公民分野の出前授業を、中学２年生 

に理科の出前授業を行い、液体窒素 

を使った実験など、体験的で興味を 

引く内容を展開しました。 

高校では、中学校の社会の授業が「地理総合」「歴史

総合」「公共」などに、理科の授業が「化学基礎」「生

物基礎」「物理基礎」などに分かれ、より専門的に学ん

でいきます。今回は、その入口として高校での学びを

イメージしやすくなったのではないでしょうか。 

３月には、中学１年生を対象に、生物分野の出前授

業を行う予定です。今後もこうした連携を深め、生徒

一人ひとりのより良い学びと成長につながる取り組み

を進めていきたいと思います。 

▲カフート（Kahoot!）を使った自

作問題でゲーム型学習を体験 

▲日本文化を振り返り、現

代とのつながりを考案 

▲液体窒素で－１９６°

の世界を体感 

大回転では、出場者の 

１／３がコースアウト 

する中、２本とも 

滑りきりました! 

 

 


